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＝× ：取止め箇所を示す。 
赤字 ：変更箇所を示す。 

山  梨  大  学  施  設 ・ 環  境  部 

部  長 課  長 補  佐 担  当 

       



変更記載事項

Ｎｏ 図面番号 Ｎｏ

1 現場説明図 1

E-1

特-1

E-2

E-17

2 E-5 2

3 E-6 3

E-7

E-8

E-9

4 特-1 4

変更前

・A-1号館(A)1階電気錠制御盤(4L)、2階廊下北出入り口、4階
廊下東出入口の電気錠の新設及び配線
・A-1号館(B)1階電気錠制御盤(8L)新設
・B1号館(南・西棟)1階廊下北東左出入口の電気錠新設及び配
線
・工業会館の電気錠新設及び配線

変更後
・工業会館取止め。

天井点検口設置(別途建築工事) 天井点検口(別途建築工事)取止め
また配線工事に伴う天井ボードの取外し再取付は本工事とする

平成27年2月4日

・A-1号館(A)1階電気錠制御盤(4L)、2階廊下北出入口、4階廊
下東出入口電気錠新設及び配線
・A-1号館(B)1階電気錠制御盤(8L)新設

・A-1号館(A)1階電気錠制御盤(4L)、2階廊下北出入口、4階
廊下東出入口電気錠及び配線の取止め
・A-1号館(B)1電気錠制御盤(4L)に変更

・工業会館電気錠新設及び配線。

・A-1号館(A)1階電気錠制御盤(4L)、2階廊下北出入り口、4階
廊下東出入口電気錠及び配線の取止め
・A-1号館(B)1階電気錠制御盤(4L)に変更
・B1号館(南・西棟)1階廊下北東左出入口電気錠及び配線の取
止め
・工業会館の取止め



北

研究棟

福利厚生棟２

福利厚生棟１

融合研究棟
東病棟

オイルタンク

駐車場

駐車場

駐車場

車庫棟

Ⅱ期

講義棟

実習棟
基礎

臨床講堂

体育器具庫

倉庫

西病棟

駐車場

陸上競技場

野球場
駐車場

スタバ
コーヒー

倉庫

倉庫

テニスコ－ト

武道場

ポンプ室

看護婦宿舎Ｂ棟

倉庫
倉庫

倉庫

倉庫

弓道場

倉庫

ガバナ室

上久保宿舎

国際交流会館

駐車場

上久保第２宿舎

受水槽

駐車場

慰霊碑

危険薬品庫

駐車場

防災倉庫

屋外便所

駐車場

外来棟

井水槽

看護婦宿舎Ａ棟
駐車場

駐車場 駐車場

看護学科棟Ⅰ期

テニスコ－ト

体育館

駐車場

鴻露館

医療ガス

ＲＩ貯留槽

検体臓器保管庫

倉庫

第１井水

第４井水槽

第二

受水槽

変電所
特高

受水槽

受水槽

グラウンド管理棟

塩酸
苛性

臨床研究棟

ボンベ庫

保育園
どんぐり

ＲＩ排水施設

基礎研究棟
中央診療棟

附属病院

動物実験施設
Ⅲ期 Ⅰ期Ⅱ期

Ⅱ期 Ⅰ期
ＲＩ実験施設

井水飲用

設備室棟
自家発電

新臨床
研究棟

中央機械室

受水槽

井水槽

ポンプ室

放射線治療棟

特殊診療棟

立体駐車場

ＭＲＩ棟

工事中建物

図書館

院生

管理棟

凡　

例

(注)　大型車両の進入については
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工事名 図面名 図面番号

部 長 課 長 補 佐 担 当

縮 尺山梨大学施設・環境部

図面リスト

E - 1

-

山梨大学(武田1他)防犯設備改修工事

平成 27年 1月

山梨大学（武田１他）防犯設備改修工事

図面番号

E - 1 図面リスト

特- 1 電気設備工事特記仕様書

E - 3

E - 4

E - 5

E - 6

E - 7

E - 8

E - 9

E -10

E -11

E -12

E -13

E -14

縮 尺

―

―

図　　面　　名　　称

E -15

E -16

E -17

E -18

E -19

S=1/2000

S=1/2000

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S=1/200

入退室管理設備　システム仕様，系統図

A1号館(A) 1階，A1号館(B) 1階 配線図

A1号館(A) 2階，A1号館(B) 2階 配線図

A1号館(A) 3階，A1号館(B) 3階 配線図

A3号館(A) 1･2階，A3号館(B) 1･2階 配線図

A3号館(A) 3階，A3号館(B) 3･4･5階 配線図

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究棟 1･2･3階，機器分析ｾﾝﾀｰ 1･2･3階，共同機器室 1･2階 配線図

B1号館 1階，B3号館 1階 配線図

B1号館 2階，B3号館 2階 配線図

B1号館 3階，B3号館 3･4･5階，発生工学研究棟 1階，ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ 2階 配線図

B2号館 1･2･3･4階 配線図

E - 2

案内図，配置図(下可東団地)

案内図，配置図(武田1団地，北新団地，宮前2団地，宮前3団地，小曲団地)

図面番号 縮 尺図　　面　　名　　称

E -20

E -21

E -22

E -23

E -24

E -25

E -26

E -27

E -28

E -29

E -30

E -31

E -32

入退室管理設備　制御盤系統図，各団地共通凡例

本部管理棟 2･3階，総合案内所 1階，厚生会館 1階 配線図 S=1/100,1/200

ﾅﾉ材料研究ｾﾝﾀｰ 2階，管理棟 1･2階，倉庫 1階 配線図
ｸﾘｽﾀﾙ科学研究ｾﾝﾀｰ 1階，ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ研究ｾﾝﾀｰ 2階，

附属小学校 1･2階 配線図

附属中学校 3階，赤ﾚﾝｶﾞ館 1階，附属幼稚園 1階，ﾜｲﾝ科学研究ｾﾝﾀｰ 1･2階 配線図

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S1号館 1･2階，S2号館 1･2階，S3号館 1･2階 配線図

大学会館 1階，体育館 1階，附属特別支援学校 1階 配線図

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S=1/200

S=1/200,1/2000

管理棟 1･2･3階 配線図

基礎研究棟 1･2･3階 配線図

融合研究棟 1･2階，院生研究棟 1･2･3階，新臨床研究棟 1･2･3階 配線図

講義棟 1･2･3階 配線図

看護学科教育研究棟 1階，実習棟 1階 配線図

福利厚生棟1 1階，福利厚生棟2 1階，臨床講義棟 1･2階 配線図

中央診療棟 1階 配線図

構内配電線路，構内通信線路 配線図

J号館 B･1･2階，L号館(A) 2･3階, N号館1階 配線図

工学部1号館 1･2･3･4～8階，工業会館 1･2階 配線図

A1号館(A) 4階，A1号館(B) 4階，A2号館 1階 配線図
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延 べ 面 積

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・管理設備

防犯・入退室 入退室管理設備

防犯設備

屋
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屋
外

・ ・ ・ ・ ・構内通信線路

小 曲 団 地 構 内

Ⅰ．工　事　概　要

1. 工 事 名 称

2. 工 事 場 所 山梨県甲府市武田四丁目4-37 　 山梨大学武田１団地構内

電 気 設 備 工 事 （ 改 修 工 事 ） 特 記 仕 様 書

山梨県甲府市北新一丁目6 　 　 山梨大学北新団地構内

山梨県甲府市宮前町7-32　 　　 山梨大学宮前２団地構内

山梨県甲府市宮前町6-43 　 　　山梨大学宮前３団地構内

山梨県中央市下可東1110　 　　 山梨大学下河東団地構内

山梨県甲府市小曲町675-1　 　　山梨大学小曲団地構内

山梨大学(武田１他)防犯設備改修工事

武 田 １ 団 地 構 内

工 事 範 囲 表

3. 完 成 期 限

4. 工 事 の 種 類
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512

2,646

発生工学研究棟

S2

769

ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ

S2

407 208

工業会館

模様替

R3

431 ㎡ 

1,081㎡ 

J号館

模様替

R5

㎡ 

㎡ 698

3,150

模様替

㎡ 

㎡ 

L号館(A)

R5

1,140

5,992

模様替

R2

㎡ 

㎡ 

大学会館

1,506

2,351

模様替

㎡ 

㎡ 

体育館

R1

1,492

1,683

模様替

R2

㎡ 

㎡ 

附属特別支援学校

2,592

3,022

建

物

概

要

棟 名 称

工 種

構 造 ・ 階 数

建 築 面 積

延 べ 面 積

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・管理設備

防犯・入退室 入退室管理設備

防犯設備

屋
内

屋
外

・ ・ ・ ・ ・構内通信線路

建

物

概

要

棟 名 称

工 種

構 造 ・ 階 数

建 築 面 積

延 べ 面 積

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・管理設備

防犯・入退室 入退室管理設備

防犯設備

屋
内

屋
外

・ ・ ・ ・ ・構内通信線路

北 新 団 地 構 内

宮前 ２ ･３団 地構 内

模様替

㎡ 

㎡ 

模様替

㎡ 

㎡ 

附属中学校

1,599

4,304

R3

赤ﾚﾝｶﾞ館

B1

314

314

模様替

㎡ 

附属小学校

2,320

4,335

R3

㎡ 

附属幼稚園

模様替

R1

㎡ 

㎡ 

模様替

㎡ 

㎡ 

ﾜｲﾝ科学研究ｾﾝﾀｰ

R3

677

1,715

1,053

981

模様替

㎡ 

㎡ 

模様替

㎡ 

㎡ 

ｸﾘｽﾀﾙ科学研究ｾﾝﾀｰ

R4

641

2,219

ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ研究ｾﾝﾀｰ

R4

408

1,220

模様替

R2

㎡ 

㎡ 

燃料電池ﾅﾉ材料研究ｾﾝﾀｰ

1,608

3,151

構内通信線路 ・・・・・屋
外

屋
内 防犯設備

入退室管理設備防犯・入退室

管理設備 ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

延 べ 面 積

建 築 面 積

構 造 ・ 階 数

工 種

棟 名 称
建

物

概

要

下 河 東 団 地 構 内

構内通信線路 ・・・・・屋
外

屋
内 防犯設備

入退室管理設備防犯・入退室

管理設備 ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

延 べ 面 積

建 築 面 積

構 造 ・ 階 数

工 種

棟 名 称
建

物

概

要

構内通信線路 ・・・・・屋
外

屋
内 防犯設備

入退室管理設備防犯・入退室

管理設備 ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

延 べ 面 積

建 築 面 積

構 造 ・ 階 数

工 種

棟 名 称
建

物

概

要

模様替

㎡ 

㎡ 

管理棟

S2

385

575

模様替

倉庫

S1

㎡ 

㎡ 101

101

模様替

㎡ 

管理棟

910

R3

㎡ 

2,820

Ⅱ．一般特記事項

1. 総 則 （１）

（２）　　　　特記仕様書の適用方法

　　１）・印で始まる事項及び表中の・印の事項については、○印を付した事項のみ適用する。

　　２）表中の各欄に、数字、文字又は記号等を記入する事項については、記入してある事項のみ適用する。

　　３）　　印又は×印で抹消した事項は全て適用しない。

　　４）特記された材料、製造所、製品名、施工業者等の取り扱いは、特記されたもの又は同等以上のもの

　　　とする。ただし、同等以上のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

　　　年版）（以下「文科仕様書」という）の該当項目番号を示す。

　　　成２５年版）、公共建築設備工事標準図（統一基準）（電気設備工事編）（平成２５年版）、文部科

　　　学省電気設備工事標準仕様書（特記基準）（平成２５年版）、文部科学省電気設備工事標準図（特記

　　　基準）（平成２５年版）及び工事写真撮影要領に基づき工事を施工する。

　　　　この工事の受注者は、国立大学法人山梨大学工事請負契約細則別記の工事請負契約基準、現場説明

　　５）左欄の（　）内の数値は、公共建築工事標準仕様書（統一基準）（電気設備工事編）（平成２５年

　　　版）（以下「公共仕様書」という）及び文部科学省電気設備工事標準仕様書（特記基準）（平成２５

（３）　　　　施工体制台帳の提出及びその内容のヒアリング

　　　「低入札価格調査対策工事に係る特別重点調査試行について」（平成２１年３月３１日大臣官房文教

　　　施設企画部長通知）に基づく特別重点調査を受者と契約した場合においては、施工体制台帳の提出に

　　　際して、その内容のヒアリングを発注者から求められたときは、請負者の支店長又は営業所長等は応

　　　じなければならない。

　　　　施工計画書の内容のヒアリング（４）

　　　「低入札価格調査対策工事に係る特別重点調査試行について」（平成２１年３月３１日大臣官房文教

　　　施設企画部長通知）に基づく特別重点調査を受者と契約した場合においては、仕様書に基づく施工計

　　　画書の提出に際して、その内容のヒアリングを発注者から求められたときは、請負者の支店長又は営

　　　業所等は応じなければならない。

項 目 特 記 事 項

第1編　一般共通事項

1. 実 施 工 程 表 　概成工期　　平成　　年　　月　　日（　　曜日）

(第1編1.2.1)

2. 電 気 保 安 　この工事現場に、下記のいずれかの電気保安技術者を選任する。

項 目 名 電気保安技術者技 術 者 等

  1.　第３種電気主任技術者以上の資格を有する者 ・

  2.　１級電気工事施工管理技士の資格を有する者 ・(第1編1.3.2)

  3.　第１種電気工事士の資格を有する者 ・

  4.　高等学校又はこれと同等以上の教育施設において、電気事業法の規定に基づく主任技
・

　  術者の資格等に関する省令第７条第１項各号の科目を修めて卒業した者

(公共改修仕様書)

(公共改修仕様書)

  5.　旧電気工事技術者検定規則による高圧電気工事技術者の検定に合格した者 ・

  6.　公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験に合格した者 ・

  7.　２級電気工事施工管理技士の資格を有する者 ・

  8.　第２種電気工事士（旧電気工事士）の資格を有する者 ・

  9.　短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の教育施設の電気工学以外の工
・

 　 学に関する学科において一般電気工学（実験を含む）に関する科目を修めて卒業した者

工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、監督職員に報告する。

4. 施 工 中 の

環 境 保 全 等 　本工事においては、「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関わる規程」（平成9年7月31日建設省

告示第1536号）に基づき国土交通大臣が型式指定を行った低騒音型・低振動型建設機械を使用するもの

とする。ただし、これにより難い場合は監督職員と協議の上、必要書類を提出するものとする。

　低騒音型建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場において使用する建設機械の写真撮影を

行い、監督職員に提出するものとする。

○低騒音型・低振動型建設機械の使用

(公共改修仕様書)

(第1編1.3.9)

3. 施 工 条 件

(第1編1.3.3)

(公共改修仕様書)

・　

　本工事は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」に基づく機材等を

使用すること。ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議すること。

　本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する

法律」（平成17年法律第51号）に基づく技術基準に適合する機械、または、「排出ガス対策型建設機械

指定要領（平成3年10月8日付け建設省経機発第249号）、「排出ガス対策型建設機械の普及促進に関する

規程」（平成18年3月17日付け国土交通省告示第348号）もしくは「第3次排出ガス対策型建設機械指定

要領」（平成18年3月17日付け国総施第215号）に基づき指定された排出ガス対策型建設機械を使用する

ものとする。排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は、平成7年度建設技術評価制度公募課題「建

設機械の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同等の開発目標で実り評価された民間開発建設技術

の技術・証明事業、もしくは建設技術審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着すること

で、排出ガス対策型機械と同等と見なす。ただし、これにより難しい場合は、監督職員と協議するもと

する。

排出ガス対策型建設機械、又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、現場代理人は、

施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。

油圧ユニット（基礎工事用機械で独立したもの）

ロ ー ラ 類 （ ﾛｰﾄﾞﾛｰﾗ、 ﾀｲﾔﾛｰﾗ、 振 動 ﾛｰﾗ）

ホイールクレーン（ラフテレーンクレーン）

空 気 圧 縮 機 （ 可 搬 式 ）

発動電動機（可搬式、溶接兼用機を含む）

ブ ル ド ー ザ

ホ イ ー ル ロ ー ダ

バ ッ ク ホ ウ ディーゼルエンジン（エンジン出力

8kw、560kw以下）を搭載したものに

限る。

に限る。

7.5kw、260kw以下）を搭載したもの

ディーゼルエンジン（エンジン出力

適 要機 種

○排出ガス対策型建設機械

○ディーゼル車排出ガス規制に適合した車両

①　受注者は本工事現場で使用し、又は使用される関係車両（以下、「本工事関係車両」という。）が、

　当該工事場所のディーゼル車排出ガス規制条例（以下、「排出ガス規制条例」という。）の適用を受

　ける場合は、これに適合した車両を使用しなければならない。

②　受注者は、本工事の施工に先立ち、本工事関係車両の「ディーゼル車排出ガス規制に適合する車両

　の使用」について、排出ガス規制条例の遵守を施工計画書に記載しなければならない。

③　受注者は、本工事関係車両にディーデル車を使用する場合には、車検証コピーを保管し、本工事

　関係車両を把握しなければならない。

④　受注者は、取締りにより本工事関係車両に違法行為等があった場合には、直ちに監督職員に報告し

　なければならない。

⑤　受注者は、資機材の搬出入等において、資材納入業者に排出ガス規制条例を遵守させるものとする。

環境 への 配慮

(第1編1.4.1)

(公共改修仕様書)

(公共改修仕様書)

5.

6.

(第1編1.4.3)

・　再使用する機器は絶縁抵抗測定を行うこと。

・　再使用機材の清掃において、ウェス等で落ちない汚れは中性洗剤等を使用すること。

・　

7.

8. 機材 の検 査等 　監督職員の行う機材の検査及び機材検査に伴う試験は下記による。

機 材 名 検 査 試 験 摘 要機材 の検 査に

・ ・伴 う 試 験

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

(公共改修仕様書)

(第1編1.4.5)

(第1編1.4.6)

(公共改修仕様書)

9.

再 使 用 機 材

支 給 材 料 等

施 工 調 査

(第1編1.5.1～3)

　下記の工事部分は、施工の確認及び報告を監督職員に行うものとする。

工 事 部 分 確 認 ・ 報 告 事 項

10. 一工 程の 施工

の事 前確 認、

確認 及び 報告

(公共改修仕様書)

(第1編1.6.2,3)

施工 の検 査等 　下記の施工部分は監督職員の施工の検査、施工の立会及び施工検査に伴う試験を受けるものとする。

施 工 部 分 検 査 立 会 試 験 備 考施工 の検 査に

・ ・ ・伴 う 試 験

・ ・ ・施工 の立 会等

・ ・ ・

・ ・ ・

11.

(公共改修仕様書)

(第1編1.6.4

　　～1.6.6,8)

　(公共改修仕様書)

12. 養 生 範 囲

(第1編1.7.1～3)

　養生は、図示によるほか下記による。

　(公共改修仕様書)

13. 撤 去

(第1編1.8.1～6)

発生材の処理等 　発生材の処理は、下記による。

（１）引渡しを要するもの

　　１）品　　名 　３）集積場所

　　２）引渡し先

（２）特別管理産業廃棄物

　　１）品　　名 　３）集積場所

14.

　(公共改修仕様書)

(第1編1.9.1)

　　２）引渡し先 　４）集積方法

（３）現場において再利用するもの

　　１－１）品　　名 　１－２）使用場所

　　２－１）品　　名 　２－２）使用場所

（４）再資源化するもの

　　１）品　　名

　　２）品　　名

（５）関係法令にしたがい適切に処理するもの

　　１）品　　名

　　２）品　　名

技 術 検 査15.

(公共改修仕様書)

(第1編1.10.2)

16. 完 成 時 の 　しゅん功後提出する完成図等の種類及び提出部数は下記による。

名 称 部 数提 出 図 書

 ・ 完 成 図　(公共改修仕様書)

 ・ 〃(第1編1.11.1～2)

 ・ 〃

体 裁 等

　　　　　　原　　図（Ａ１判）　　　　

　　　　　　仮 製 本（Ａ１判、Ａ３判）

　　　　　　製　　本（Ａ３判） 　　２ 　部

１　　　　　部

各　２　　　　　　　部

・　※ 印は完成図と共に1冊にまとめてもよい。

 ・ 施 工 図

 ・ 〃

 ・ 保 守 点 検 要 領 書

 ・ 機器完成図及び説明書

 ・ 各 種 試 験 成 績 書

 ・ 官 公 署 等 届 出 書 類

 ・ 負 荷 設 備 台 帳 　　　指定書式　 ・ 有　 ・ 無

 ・ 工 事 写 真 帳 　 ・ 電子媒体　 ・ 紙媒体（ﾌｧｲﾙ綴じ）

ＣＡＤデータ（　・　要　　・　不要）

本工事は、次の書類については、電子納品の対象とする。

・　工事写真　　・　完成図

貸与する設計図のＣＡＤデータの著作者名　：

　　　　　　　　　　　　　ファイル形式　：

貸与条件　： 貸与するＣＡＤデータを本工事における施工図又は完成図の作成のため以外に使用し

ないこと。

提出方法　： ファイル形式はＳＸＦ又はＤＸＦとし、ＣＤ－Ｒ等で１部提出する。

JWW 又は、DXF

山梨大学　施設･環境部

　　　　　　原　　図（Ａ１判）

　　　　　　仮 製 本（Ａ１判）

１

１

１

２

２

２

２

１　　　　　部

　　　　　部

　　　　　部

　　　　　部

　　　　　部

　　　　　部

　　　　　部

　　　　　部

17. 保全 に関 する

資 料

　(公共改修仕様書)

(第1編1.11.3)

・

　　保全に関する資料は公共仕様書によるほか、下記に示す機器及びシステムを運用する職員に対して、

　その機能・操作の説明、保守点検の要領、障害時の対策及び災害（停電、自然災害）時の対応等の資料

　を作成し説明すること。

・

　　　箇所

非破壊検査

・　鋼管　　・　硬質塩化ビニル管（防火区画及び水密を要する部分以外）

スリ ーブ 工事 スリーブの材料は、図面に記載がない場合は、次による。

・　つば付鋼管　　・　紙チューブ（外径200mm以下で柱、梁以外）　　・　その他（　　　）

　(公共改修仕様書)

(第1編2.9.1) ・　亜鉛めっき鋼板又は鋼板（さび止めペイント）

　(公共改修仕様書)

は つ り 工 事

(第1編2.10.1～5)

　はつり工事は、図面によるほか次による。

貫通口径

・　150mm　　・　200mm　　・　   mm

コンクリート厚

５０φ

１００φ

７５φ ・　150mm　　・　200mm　　・　   mm

・　150mm　　・　200mm　　・　   mm

備 考箇 所 数

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

　　　箇所

　　　箇所

イ ン サ ー ト

及び アン カー

　(公共改修仕様書)

(第1編2.11.1～3)

機器等を固定する受材は、関連工事により可能な場合は先付け工法とし、あと施工アンカーを行う場合

は、施工要領書を作成し、監督職員の承諾を得ること。

　(公共改修仕様書)

停電 作業 及び

仮 設 備 工 事

(第1編2.1.1)

(第1編2.13.1～3)

18.

19.

20.

21.

工 事 の 区 分 　　建築工事、電気工事、機械工事、土木工事等の工事区分22.

建

築

電

気

機

械

土

木

区　分　

　項　目 備 考

名 称 摘 要

開口補強を必要としないボード等の切開

軽鉄下地開口部隅出し

防火区画貫通部補修

機器・配管取付後の壁、床等の補修

電気錠、自動扉の配管配線

同上配管配線、接続 一次側

二次側

電気関係開口部

ボード切込、隅出し共

モルタル充てん等

・　設計図を仮製本（Ａ３判、二つ折り製本）し、工事着工前に４部提出する。

・　入退室管理設備

・　既設入退室管理設備(学内ﾈｯﾄﾜｰｸと共用していないもの)を撤去し新設する際は、新設入退室管理設備

　　を先に施工し、未警備にさせないこと。

・　

　　　書、特記仕様書  1 枚、図面 33 枚、公共建築工事標準仕様書（統一基準）（電気設備工事編）（平

Ⅲ．共　通　事　項

第 １ 相 第 ２ 相 第 ３ 相 中 性 相

高
圧

三 相 ３ 線 式
　すものとする。

低

圧

三 相 ３ 線 式

三 相 ４ 線 式

単 相 ２ 線 式

単 相 ３ 線 式

直 流 ２ 線 式

赤
接地側

白
黒

赤 青 黒 白

赤

（青）

接地側

白

赤 青 白

青 白

 (1)分岐回路の色別 分岐前の色別による。

 (2)発電回路の第２相

 (3)切替回路２次側 規定しない。

 (4)漏電遮断器回路の接地

4. 　配線及び主回路の導体の色別は、次による。

電 気 方 式

　・　標準仕様書による。

　・　配線及び主回路の導体の色別は、下記による。

　　主回路導体は、その端部又は一部に当該地区の電力会社の相色別による色別を施

接地側の電線の色は、黄色とする。（無停電回路含む。）

 共通事項 配線 (1) ～ (4) による。

　する。

 左右・上下及び遠近の別
分

電

盤

類

専用接地極とした時の接地線は、監督職員と協議し、一般接地線と色

別を区別する。

 は、正面から見た状態

ア）左右の別は、左からとする。

イ）上下の別は、上からとし、直流２線式は、下からとする。

ウ）遠近の別は、近いほうからとし、直流２線式は、遠いほうからと

［備考］ (a) 配電盤類については、次による。

　　　　　 (1) 左右、遠近の別は、各回路部分における主となる開閉器の操作側又はこれに準ずる側から

　　　　　　 　見た状態とし、分電盤類による。

　　　　　 (2) 三相回路又は単相３線式回路より分岐する回路は、分岐前の色別による。

　　　　　 (3) 三相交流の相は、第１相、第２相、第３相の順に相回転するものとする。

　　　　 (b) 屋外架空配線の色別は、本表によらなくてよい。

　　　　 (c) 接地線の色別は、監督職員の承諾を受けること。

　(公共改修仕様書)

電 線 の 色 別

(第2編2.1.4)

配

線

ボード切込、隅出し共点検口取付及び開口部補強

模様替

R4

341

1,313

新臨床研究棟

㎡ 

㎡ 

模様替

R2

716

1,285

福利厚生棟1

㎡ 

㎡ 

・

・

・

・

模様替

㎡ 

㎡ 

N号館

R5

818

2,293

模様替

㎡ 

㎡ 

本部管理棟

R5

698

2,738

・

・

・

模様替

総合案内所

W1

33

24

㎡ 

㎡ 

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・ ・ ・

模様替

R2

㎡ 

㎡ 608

厚生会館

780

模様替

㎡ 

㎡ 

模様替

㎡ 

㎡ 

模様替

S1号館 S2号館 S3号館

R3R3R4

686

1,7674,968

1,259 641

2,029

㎡ 

㎡ 

天井点検口

天井ボード取外し再取付

臨床講義棟 基礎研究棟

R2

853

模様替 模様替

R6

1,103 6,001

1,147㎡ 

㎡ 

㎡ 

㎡ 

模様替

R6

606

3,594㎡ 

㎡ 

院生研究棟

融合研究棟 講義棟 実習棟 看護学科棟

模様替 模様替 模様替 模様替

R4

282

R3 R3 R6

999 3,679 3,189 6,140

1,2011,341 1,169㎡ 

㎡ 

㎡ 

㎡ 

㎡ 

㎡ 

㎡ 

㎡ 

附属病院

模様替 模様替

R1

488

488

R7

32,633

10,864㎡ 

㎡ ㎡ 

㎡ 

福利厚生棟2

特-1
縮 尺

電気設備工事特記仕様書

－

課 長 補 佐 担 当部 長

図面名工事名 図面番号
山梨大学(武田1他)防犯設備改修工事

平成 27年 1月
山梨大学施設・環境部



Ｐ Ｐ

屋外ﾌﾟｰﾙ附属室

公　道

職員宿舎

大ﾌﾟｰﾙ

小ﾌﾟｰﾙ

職員宿舎

通路

県有地

至甲府駅

至千代田湖公　道

附小正門附中正門

駐輪場

附中校舎
バレーボール

テニスコート

附属中学校運動場

附属小学校運動場

あおぎりﾎｰﾙ

附中武道場

池

附中東門

Ｐ

Ｐ

Ｐ

門扉改修部

▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

駐輪場

器具倉庫

附属幼稚園

コート

附中屋内運動場

附小屋内運 動場
附属小学校

附属中学校

Ｎ

冬
季

主
風

向

夏
季

主
風

向

民有地

課外活動施設

公
道

武
田
通
り

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

ﾌﾟｰﾙ

池

ﾌﾟｰﾙ

プール管理室

G

至
武
田
神
社

公
道

西北門

西門

Ｐ６

Ｐ１３

Ｐ
Ｐ８

　

　

正門

中央西門
中央東門 保存緑地

東門

池 Ｐ５１ 池
ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱｰ

南門

池 東南門

Ｐ３０

排水処理施設 倉庫

生命環境学部

ろ過装置室

的場

弓道場

小体育館

課外活動部室

Ｌ号館（Ｃ） 総合研究棟

倉庫倉庫 倉庫 車庫

受配電室

水晶庫

燃料庫

精密工作室

溶接室

薬品庫

倉庫 倉庫 変電室

Ｌ号館(Ｂ)

Ｎ号館
Ｍ号館

図書館

保健管理ｾﾝﾀｰ

武道場

Ｎ

冬季 主 風 向

夏 季 主風 向

公 道

附属特別支援学校　

大学会館 事務棟

Ｓ３号館

Ｓ２号館
Ｓ１号館

本部管理棟

総合案内所

子供図書室 厚生会館

山梨学習センター
放送大学

Ｐ４

A1号館(B)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究棟

共同機器室

機器分析ｾﾝﾀｰ

公 道

情報ﾒﾃﾞｨｱ館

機械工場

機械工場

A3号館(B)

A3号館(A)A2号館

B1号館

工学部1号館 B3号館

B2号館

課外活動施設

発生工学研究棟

工業会館

公 

道

至
甲

府
駅至

甲
府
駅

本工事建物

北 新 団 地

宮 前 ２ 団 地 宮 前 ３ 団 地 小 曲 団 地

本工事建物

配　置　図　 S=1/300

既存建物既 存建物

道路

道路

Ｎ

冬 季 主風 向

夏 季主 風 向

ｸﾘｽﾀﾙ科学研究ｾﾝﾀｰ

ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ
研究ｾﾝﾀｰ

▲

車
庫

研究棟Ｂ２

研究棟Ｂ１

▲
▲

研究棟Ａ

Ｐ(20台)

Ｎ

冬 季主 風 向

夏 季 主 風向

Ｅ

人工気象室

下水第１舛
水路

水路

道
路 蛭

沢

川

農道2216号線

新

五

割

川

農道1 3 8 9 号線

6.85ｍ

6.75ｍ

4
.
7
0
ｍ

4 .00ｍ

8.60ｍ

水路

 

▼ ▼ ▼ ▼

▼▼▼▼

▼ ▼ ▼

▼

▼

▼

Ｎ

冬 季 主 風向

夏 季主 風 向

倉庫 管理棟
ガラス温室

堆肥置き場

ボイラー室

本工事建物 本工事建物 本工事建物

NO SCALE

武 田 １ 団 地

配 置 図案 内 図

S=1/2000

S=1/2000

S=1/2000S=1/2000S=1/2000

武田１団地，北新団地，宮前２団地，宮前３団地

小 曲 団 地

NO SCALE

夏季 主 風 向

Ｎ

冬 季 主 風向

平和通り

至る松本

至る新宿甲府駅

北口

至る武田 神社

至る甲府 バイパス

至る湯村

武
田
通

り

至る石和

山梨大学

山梨大学

山梨大学

グラウンド

山城南団地

中央自動車道

富岳通運

西下条町

甲府南

ＩＣ

荒川

平
和

通
り

大津町 笛吹川

文　笛南中

県立考古学

博物館

山梨県甲府市小曲町675-1

冬 季 主 風向

Ｎ

夏季 主 風 向

(北新団地)
山梨大学

(武田１団地)

(武田１団地)
山梨大学

(宮前２団地）

(宮前３団地）
山梨大学

山梨大学

体育館

Ｌ号館（Ａ）

Ｊ号館

A1号館(A)

赤レンガ館　

材料研究センター
燃料電池ナノ

ワイン科学

研究センター

西門
東門

道路境界線

山梨県甲府市北新一丁目6

山梨県甲府市武田四丁目4-37

山梨県甲府市宮前町7-32

山梨県甲府市宮前町6-43

(小曲団地)

縮 尺

課 長 補 佐 担 当部 長

図面名工事名 図面番号

E - 2

山梨大学(武田1他)防犯設備改修工事

平成 27年 1月 S=1/2000
山梨大学施設・環境部

案内図，配置図(武田1団地，北新団地，宮前2団地，宮前3団地，小曲団地)



1階 廊下
8L

U F

1階 正面東出入口

1階 正面東出入口

1階 正面西出入口

1階 廊下東出入口

2階 廊下東出入口

HUB

L-1

L-1

U

既設

F+U

8L

1階 廊下西出入口

1階 EPS

1階 廊下東出入口

2階 廊下東出入口

3階 廊下東出入口

4階 廊下東出入口

5階 廊下東出入口

6階 廊下東出入口

7階 廊下東出入口

8階 廊下東出入口

F+U

既設

4L+8L

3階 廊下東出入口

4階 廊下東出入口

西棟

1階 廊下(東棟) 1階 廊下

2階 東出入口2階 西出入口

3階 西出入口

4階 西出入口

8L

F

1階 廊下南出入口

1階 正面北出入口

1階 北ｽﾛｰﾌﾟ出入口
1階 西準備室

既設

F+U

既設

F+U

2階 北出入口

3階 北出入口

1階 北出入口

1階 廊下
4L

既設

F+U

3階 K315室
8L

1階 廊下西出入口

2階 廊下西出入口

3階 廊下西出入口

4階 廊下西出入口

5階 廊下西出入口

2階 廊下南出入口

3階 廊下南出入口
1階 廊下

8L

U F

1階 廊下北出入口

2階 廊下北出入口

3階 廊下北出入口 1階 正面西出入口

1階 正面東出入口

1階 正面東出入口

8L

U F

1階 正面南出入口

1階 正面南出入口

1階 正面西出入口

1階 廊下北出入口

1階 101室

U F

4L

LP-1

1階 廊下
1階 正面出入口

1階 正面出入口1階 廊下西出入口

F+U

既設

4L+8L

3階 東階段出入口

2階 東階段出入口

1階 東階段出入口

1階 廊下北東右出入口

1階 廊下北東中出入口

1階 廊下南東中出入口

1階 廊下北東右出入口1階 廊下北東左出入口

1階 正面裏出入口
1階 廊下(南棟)

1階 通路南出入口

1階 西EV前出入口

1階 南西出入口

1階 北西出入口

1階 南西出入口

既設

F+U

1階 廊下(北棟)

既設

F+U

8L
1階 廊下

2階 廊下西出入口

2階 廊下北出入口

5階 廊下西出入口

4階 廊下西出入口

3階 廊下西出入口

3階 廊下北出入口

既設

F+U

8L
1階 廊下

1階 廊下南出入口1階 廊下北西出入口

2階 廊下北西出入口

3階 廊下北西出入口

4階 廊下北西出入口

HUB

HUB HUB HUB
1-PL

LP-2

2階 廊下北出入口

1階 通路南出入口

1階 廊下北出入口

1階 正面東出入口

4L

1階 北東出入口

1階 北西出入口

4L

1階 廊下南東出入口

1階 北EV前出入口

2階 廊下南出入口

3階 廊下南出入口

3階 廊下東出入口

2階 廊下東出入口

1階 廊下東出入口

1階 通路西出入口

1階 北東出入口

3階 渡り廊下出入口

東棟

1階 廊下西出入口

工業会館

A1号館(B) A2号館 A3号館(A)A1号館(A)

A3号館(B) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究棟 機器分析ｾﾝﾀｰ 共同機器室

B1号館(南･西棟) B1号館(北･東棟) B3号館 B2号館

工学部1号館

　入退室管理設備　制御盤系統図（工学部） 　各団地共通凡例

台数

1台日東工業(株)　B20-76-2L A3号館(A)

1台

1台

1台

体育館 1台

L号館(A)

B2号館

1台A1号館(A)

B1号館 2台
日東工業(株)　THA12-34LAC

相 当 品 番 建 物 名 称

A

B

C

ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ 1台

B1号館 2台

ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ 1台

日東工業(株)　THD30-6565AC B1号館 1台

1台

工学部南門 1台

保存緑地
日東工業(株)　PL16-35A

E

F

G

日東工業(株)　P14-23AD

A1号館(A)

A1号館(A) 1台

日東工業(株)　OPK18-54A

　　電源は、既設HUBﾎﾞｯｸｽより分岐する。(A，C，Eに適用する)

機器収容箱　相当品番表

日東工業(株)　THD25-6565AC

※　機器収容箱内 OAﾀｯﾌﾟ1ｍ,2P15A,E付×4個口,磁石付×1設置、

F+U+3C5

F

4U

U

U

U

C3

C5

C5

C5

2GI

F+U

U+C5

U+2C5

U+3C5

U+5C5

C3+C5

C3+2C5

U+C3+8C5

EM-EEF2.0-3C+EM-UTP0.5-4P+EM-FCPEE-S0.9-5P×3   (ころがし)

EM-EEF2.0-3C +EM-UTP0.5-4P      　　　　　　 　 (ころがし)

EM-GI4C-50/125×2　　　　　　　　　　　　　　　 (ころがし)

EM-FCPEE-S0.9-3P･5P×2　　　　　　　　　　　　　(ころがし)

EM-FCPEE-S0.9-3P･5P　　　　　　　　　　　　 　　(ころがし)

EM-UTP0.5-4P+EM-FCPEE-S0.9-3P･5P×8　　　　 　　(ころがし)

EM-UTP0.5-4P+EM-FCPEE-S0.9-5P×5　　　　　　　　(ころがし)

EM-UTP0.5-4P+EM-FCPEE-S0.9-5P×3　　　　　　　　(ころがし)

EM-UTP0.5-4P+EM-FCPEE-S0.9-5P×2　　　　　　　　(ころがし)

EM-FCPEE-S0.9-5P×3　　　　　　　　　　　　　　 (ころがし)

EM-FCPEE-S0.9-5P×2　　　　　　　　　　　　　 　(ころがし)

EM-FCPEE-S0.9-5P　　　　　　　　　　　　　　　　(ころがし)

EM-FCPEE-S0.9-3P　　　　　　　　　　　　　　　　(ころがし)

EM-UTP0.5-4P×4     　　　　　　　　　　　　　  (ころがし)

EM-UTP0.5-4P×3　　　　　　　　　　　　　       (ころがし)

EM-UTP0.5-4P×2  　　　　　　　　　　　　　     (ころがし)

EM-UTP0.5-4P   　　　　　　　　　　　　　    　 (ころがし)

EM-EEF2.0-3C    　　　　　　　　　　　　　   　 (ころがし)分電盤

HUB HUB 既設

既設

-特記なき配線は下記による-配線図　共通凡例 配線図　配線共通凡例

7C5

8C5

9C5 EM-FCPEE-S0.9-5P×9　　　　　　　　　　　　　 　(ころがし)

EM-FCPEE-S0.9-5P×8　　　　　　　　　　　　　 　(ころがし)

EM-FCPEE-S0.9-5P×7　　　　　　　　　　　　　　 (ころがし)

5C5 EM-FCPEE-S0.9-5P×5　　　　　　　　　　　　　 　(ころがし)

4C5

6C5

EM-FCPEE-S0.9-5P×4　　　　　　　　　　　　　 　(ころがし)

EM-FCPEE-S0.9-5P×6　　　　　　　　　　　　　 　(ころがし)

機器収容箱 機器は別途とする

防犯ｶﾒﾗ 別途工事

nL 電気錠制御盤 傍記は扉制御数を示す

ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ 屋外用　詳細は仕様参照

電気錠(扉用)

電気錠(自動扉用) 別途建築工事

別途建築工事

PC 監視装置

壁付情報ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ

壁付情報ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ

8極8心 Cat6

8極8心 Cat6×2

傍記　a：鋼板製　SS 150×150×100　

　　　b：鋼板製　SS 150×150×150

　　　c：SUS製　 SS 150×150×100 WP

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ 傍記　a：樹脂製　四角中浅

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ 既設

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 既設

2

電線管2ｍ以上　ｻｲｽﾞは傍記による

短管処理　　　 ｻｲｽﾞは傍記による

撤去を示す

既設 破線は既設を示す

天井いんぺい予備配管

防火区画貫通処理

防火区画貫通処理

壁貫通処理補修共 ｻｲｽﾞは傍記による

1種金属線ぴ MM1A：A型　MM1B：B型

配管配線 天井内ころがし

配管配線 天井いんぺい

露出配管配線

立上げ･引下げ･素通し

保護管端 立上げ･引下げ

▲ 建物出入口を示す

既設　　詳細は仕様参照

C3+6C5 EM-FCPEE-S0.9-3P･5P×6　　　　　　　　　　　　　(ころがし)

U EM-UTP0.5-4P       　　　　　　　　　　　  　　(露出)(G28)

C5 EM-FCPEE-S0.9-5P　　　　　　　　　　　　　　　 (露出)(E25)

2U+2C5 EM-UTP0.5-4P×2+EM-FCPEE-S0.9-5P  　　　　　　 (露出)(E39)

4C5 EM-FCPEE-S0.9-5P×4　　　　　　　　　　　　　　(露出)(G54)

U

U+5C5

C5

C5

C5

U+2C5

2U+2C5

EM-FCPEE-S0.9-5P×3　　　　 　　　　　　　 (ころがし)(E39)

EM-FCPEE-S0.9-5P　　　　　　　　　　 　　　(ころがし)(E25)

EM-UTP0.5-4P×2+EM-FCPEE-S0.9-5P×2　　　　(ころがし)(E39)

EM-UTP0.5-4P+EM-FCPEE-S0.9-5P×5　　　　 　(ころがし)(E51)

EM-UTP0.5-4P　　        　　　　　　　　　 (ころがし)(E25)

EM-UTP0.5-4P+EM-FCPEE-S0.9-5P×2　　　　　 (ころがし)(E39)

EM-FCPEE-S0.9-5P×2　　         　　　　　 (ころがし)(E39)

U

PF28

PF28

C3

C5

予備配管       　　　　　　　　　　 (ころがし)(PF28)(MM1B)

予備配管       　 　　　　　　　　　　　　(ころがし)(PF28)

EM-UTP0.5-4P      　 　　　　　　　　　　 (ころがし)(MM1A)

EM-FCPEE-S0.9-3P　　　　　　　　　　 (ころがし)(露出)(G28)

EM-FCPEE-S0.9-5P　　　　　　　　　 　(ころがし)(露出)(E25)

4C5 EM-FCPEE-S0.9-5P×4　　　　 　　　　 (ころがし)(露出)(G54)

C3+C5

C3E

EM-FCPEE-S0.9-3P　　　　　　　　　　　　　　 　(露出)(G28)C3

EM-FCPEE-S0.9-3P　　　　　　　　　　　　　　 　(露出)(E25)

C3+3C5 EM-FCPEE-S0.9-3P･5P×3　　　　　　　　　　　　　(ころがし)

EM-UTP0.5-4P+EM-FCPEE-S0.9-5P　　　　　 　　　　(ころがし)

※　EM-UTP0.5-4Pは、Cat6対応とする。

EM-FCPEE-S0.9-3P･5P  　　　　　　 　　　　　　 (露出)(E39)

FL

2
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0
0

3
,
6
00

CH

FL

3
,6

0
0

FL

FL

2
,
8
00

CH

3
,
6
00

FL

FL

機器収容箱･電気錠制御盤 取付参考図　S=1/50 電気錠(自動扉用) 取付参考図　S=1/50

電気錠(扉用) 取付参考図　S=1/50 電気錠(扉用) 取付参考図　S=1/50

FL

2
,
8
00

3
,6

0
0

CH

FL

取付高さはCH直付とする

取付高さはCH直付とする

EM-FCPEE-S0.9-5P
EM-UTP0.5-4P又は、

電気錠制御盤
機器収容箱又は、

(別途建築工事)

1個用ﾎﾞｯｸｽ内接続
一種金属線ぴ用

電気錠用配線

一種金属線ぴ

EM-FCPEE-S0.9-5P

一種金属線ぴ

EM-FCPEE-S0.9-5P

(別途建築工事)
電気錠用配線

電線管

露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ内接続

nL

工事名 図面名 図面番号

部 長 課 長 補 佐 担 当

縮 尺山梨大学施設・環境部

山梨大学(武田1他)防犯設備改修工事

平成 27年 1月

E - 5

-

入退室管理設備　制御盤系統図，各団地共通凡例

4L

C5 2

C5 2
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A1-104-2

A1-133 A1-135-2

A1-135-1

A1-119-1 A1-119-2 A1-121 A1-123 A1-125 A1-127 A1-129 A1-131

A1-110A1-108

A1-103 A1-111 A1-113 A1-115 A1-117

A1-112A1-106 A1-116 A1-118 A1-120A1-104-1

A1-107 A1-109-1 A1-109-2A1-105

A1-122-1A1-122-2

教員研究室 教員研究室 教員研究室

ＷＣ

学生実験室

学生ゼミ室

教員研究室 学生研究室

変電室

学生研究室
学生実験室

学生研究室 学生研究室 教員研究室
学生実験室

学生研究室 教員実験室 教員実験室 機材室
ＷＣ

学生研究室

ゼミ室
学生実験室

学生実験室

資料室

学生実験室
教員研究室 教員研究室

資料室(JABEE)

資料室(就職)

学生実験室

A1-157

学生研究室

A1-155

教員研究室

A1-153

教員研究室

A1-11

講義室

A1-149

教員研究室

A1-147

教員研究室

A1-145

学生研究室

会議室・図書室

A1-143

事務室

A1-141

教員実験室

A1-150

学生実験室

A1-148

学生実験室

A1-146-1

A1-144

器材室

A1-146-2

A1-142

玄関・ホール

倉庫

倉庫

ドライエリア

学生研究室 学生実験室 学生実験室 教員研究室

▲

▲

▲

廊下

ドライエリア

ドライエリア

精密加工

第５学生実験室

A7-101

A7-102

玄関

学生実験室

第３実験室）

（機械工作

教員実験室

A1号館(A) 1階 配線図　S=1/200

A1号館(B) 1階 配線図　S=1/200

Ｎ

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

8L

4L 8L

床貫通φ50補修共

EM-FCPEE-S0.9-5P×3(E39)
床貫通φ50補修共

EM-EEF2.0-3C(E25)
床貫通φ50補修共

EM-UTP0.5-4P,
EM-FCPEE-S0.9-5P×4(E51)
床貫通φ75補修共

EM-FCPEE-S0.9-5P(E39)

G54

C5
C
5

E51

E51
C5

C
5

C5 C5
C5

C
5

3C5

4C
5

4
C
5

4
C5

5
C
5

6C5
C5

正門

公
道

武
田
通
り

中央東門

東門

池 Ｐ５１ 池

東南門

Ｐ３０

排水処理施設 倉庫

燃料庫

精密工作室

溶接室

薬品庫

A1号館(A)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究棟

共同機器室

機器分析ｾﾝﾀｰ

公 道

情報ﾒﾃﾞｨｱ館

機械工場

機械工場

A3号館(B)

A3号館(A)A2号館

B1号館

工学部1号館 B3号館

B2号館

課外活動施設

発生工学研究棟

工業会館

公 

道

至
甲
府
駅

A1号館(B)

至
甲
府
駅

Ｎ

冬季主風向

夏季主風向

保存緑地

ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ

南門

池

KEY PLAN 本工事建物
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3,6004

工事名 図面名 図面番号

部 長 課 長 補 佐 担 当

縮 尺山梨大学施設・環境部

山梨大学(武田1他)防犯設備改修工事

平成 27年 1月 S=1/200
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A1号館(A) 1階，A1号館(B) 1階 配線図
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A1-257

学生実験室

学生実験室

A1-255

学生研究室

A1-253B

A1-253A

学生研究室

学生実験室

A1-251

A1-247

教員研究室

学生研究室

A1-245

会議室・図書室

A1-243

事務室

A1-241

ホール

学生実験室

A1-252

学生実験室

A1-250

A1-248-2

A1-248-1

学生実験室

学生実験室

教員実験室

A1-244

A1-242

材料試験室

A1-240
機材室

倉庫

倉庫

倉庫

A1-200 A1-203A1-201 A1-215A1-211A1-205A1-204 A1-209 A1-221A1-207 A1-213 A1-223 A1-227A1-225 A1-231A1-229

A1-216A1-214A1-212A1-206 A1-210A1-208
A1-202

A1-232
A1-218

教員研究室

学生研究室

教員研究室 教員研究室教員研究室教員研究室

ＷＣＷＣ 学生実験室教員実験室

教員実験室 学生研究室 教員研究室室

学生実験室

学生実験室 学生研究室 学生研究室

学生実験室 学生実験室

ものづくり工房
学生実験室

教員研究室
学生研究室学生研究室

教員実験室

学生実験室

学生実験室 教員実験室

教員研究室 学生実験室

A7-205A7-201

A7-202 A7-204 A7-206

ものづくり工房

廊下･階段室

教員実験室

A1-249

A7-203

学生実験室

暗室

学生実験室

A1-246

A1号館(A) 2階 配線図　S=1/200

A1号館(B) 2階 配線図　S=1/200
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E25

 EM-UTP0.5-4P,
 EM-FCPEE-S0.9-5P×4(E51)

 EM-EEF2.0-3C(E25)

E25

E25

PF28

MCCB2P1E50AF/20AT×1 増設
既設盤内

LP-2

EM-FCPEE-S0.9-5P×2(E39)
床貫通φ50補修共

 床貫通φ75補修共

 床貫通φ50補修共

床貫通φ50補修共

E25

EM-FCPEE-S0.9-5P×2(E39)

 床貫通φ50補修共 床貫通φ50補修共
EM-FCPEE-S0.9-5P(E25)

E39

床貫通φ50補修共
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部 長 課 長 補 佐 担 当

縮 尺山梨大学施設・環境部

山梨大学(武田1他)防犯設備改修工事

平成 27年 1月 S=1/200
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A1号館(A) 2階，A1号館(B) 2階 配線図
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